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特集

東日本大震災から3年
福島からの報告

【座談会】被災から3年目を迎える福島の保健活動
避難・移転を経験した地域の保健師から
大場エミ／安倍敬子／吉田喜美江／山田祐子

県の保健師の立場から 花積めぐみ

福島県民健康状況の変化 安村誠司／堀越直子

原子力災害による福島県外避難者の状況の変化
神田秀幸

被災地の保健活動における組織体制のあり方への提言
宮崎美砂子

被災地の保健師への支援経験から 重村淳

特別記事

野宿生活の人 と々の関わりから
白井裕子／佐々木裕子／井上清美／稲垣絹代

連載

もう一度学ぶ「状況設定問題」 山下留理子
ナカイタ発 保健師へのつぶやき 中板育美
新しい健康日本21の取り組み事例 長谷川香澄／藤原佳典
姫井先生と考える 健康に生き抜くためのヒント 姫井昭男
「困りごと」から考える

地域づくり型保健活動の考え方と進め方 岩永俊博
ニュースウォーク 白井正夫

●6～7月にブラジルで開催され

るサッカーＷ杯観戦の渡航予定者

に対し，厚生労働省は黄熱予防接

種の呼びかけを開始した。今号の

特集では海外渡航者の子弟が渡航

先の学校に入る場合，予防接種が

条件とされている地域のことが紹

介された。感染症1つとっても日

本は島国なのだなと思う。

(杉之尾)

●インフルエンザを始めとした

あらゆる感染症が流行する季節で

す。風邪をこじらせている間は，

社内外問わず箱ティッシュがお供

でした。●そうならないための

厚生労働省インフルエンザ予防啓

発キャラクターが「マメゾウく

ん」と「アズキちゃん」です。2

粒の豆がマスク着用と手洗いを呼

びかけます。各地の自治体キャラ

クターとのコラボも実現。

(平田)

●本号93頁で中島一敏氏が言及

されていた任意接種ワクチンの定

期化ですが，昨年末に動きがあり

ました。水痘ワクチン(1～2歳)

と，肺炎球菌ワクチン(65歳以

上)が2014年秋から定期接種に加

わる予定です。乳幼児の予防接種

スケジュールは過密なので，さら

にきめ細かい情報提供が必要にな

りますね。

(伊藤)
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